
 

 

 

＊ねんちょう だりあぐみ・ゆりぐみ＊ 
かいがでは、おおきながようしいっぱいにじぶんのかおとからだをかきまし 

た。また、いろいろないろのえのぐをつかってかおやようふくにいろをぬりま
した。 

せいさくでは、かみねんどでじぶんのすきなものやすきなせかいをつくりま
した。りそうのかたちにすることやこまかくいろをぬることにむちゅうになり
ながらとりくみ、ひとりひとりのくふうがたくさんつまったさくひんになりま
した。 


